
 

 

 

 

＜実際に自殺や自殺未遂が発生した場合には、関係機関や保護者とチームを組み対応＞ 

和光市立本町小学校 

令和８年度 校内連携型危機対応チーム 組織図 

本校の児童が自殺をほのめかしたり、深刻な自傷行為したり、遺書を残したりする等の「予兆段階」から、校

長をリーダーとする以下の組織により、危険度に応じた対応を行う。＜参考 生徒指導提要 第８章＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭  

①全体統括 

②子どもや教職員の心の健康状態の把握 

③教育委員会・専門機関との連絡等 

④マスコミ対応・保護者対応 

生徒指導主任・担当 

①生徒指導方針の立案および計画の作成・推進 
②自殺未遂も含めたこどもの生徒指導に関する情報収集 
③生徒指導情報の共有 

和光市教育委員会 

学校教育課 

和光市教育支援ｾﾝﾀｰ 

福祉部局 

児童相談所 

警察 等 

教育相談主任・担当 

①問題事象の把握と教育相談体制の整理 
②埼玉県メンタルヘルスリテラシーツール活用計画立案 
③こどもを対象とする心理教育の企画と実施 
 ex 自殺予防、ストレスマネジメント等 

学年主任・学級担任・教科担任 

①こどもの心身の健康状態の観察及び行動観察や日記等

の記載内容からの自殺の危険の察知 
②日常における教育相談的関わりの実施 
③保護者との連携や情報共有 

養護教諭 

①保健室・養護教諭の特性をいかした健康相談・保健指導 
②危機を感じた際の医療・保健機関との連携 
③自殺予防を含めた健康教育の実施 

SC・SSW 

①自殺の危険が高いこどもへのカウンセリング 
 ※必要に応じて教職員のカウンセリング 
②問題の把握および対応方法についての助言 
③連携すべき専門機関について情報提供 

クラブ・委員会担当 

①こどもの心身の健康状態の観察及び行動観察からの自

殺の危険の察知 
②自殺の端緒となりうる事柄の認知を含めた危機予防 
 ex メンバーに入れなかった 担当からの叱責 等 
③保護者との連携や情報共有 

本チームの役割 

①平常時における危機対応体制づくり 

②アセスメントに基づいて対応方針・役割分担の決定 

③自殺等が発生した場合に、校長のリーダーシップのもと、教育委員会

等の関係機関のサポートを受けながら全職員の力を結集する 

④緊急ケース会議の実施、本人の安全確保と心のケアの実施 

家庭 

・保護者 

教務主任 
①管理職･職員との連絡調整 

②未然防止教育の取りまとめ・

促進 


